
 

対象学年：中学校１年生 

育成すべき資質・能力：表現の工夫や特徴について、自分の考えをもつ 

 

育成すべき資質・能力について 

 佐賀県小・中学校学習状況調査において、「読むこと」の領域で、「人物の描写や場面の展開について、

自分の考えをまとめること」、「情景描写に注意して読み、登場人物の心情を捉え、自分の考えをもつこ

と」に課題があることが指摘されています。 

この課題については、理解したり表現したりするための語彙が不足しているという原因が考えられま

す。特に「読むこと」においては、「ことばは、国語辞典に載っている『表に表れた意味』の他に、『隠さ

れた意味』」があり、「詩や小説は、『隠された意味』を効果的に使いながら、その表現を深めて」（三省堂

『現代の国語』３年）いるという意識がないことも原因だと考えられます。 

物語を深く味わうためには、作者の表現の工夫や特徴を捉えることが必要です。その中でも「情景描写」

に着目し、「情景描写」によって物語に深まりが出ることを学ばせます。 

単元の実践においては、以下に示す生徒が見通しをもち、身に付けた言語能力を振り返るための「学習

計画表」、情景描写の効果を考えるための「学習のてびき」、情景描写を生かした朗読台本を作成する「学

習シート」を活用することで、生徒が単元で身に付ける資質・能力を意識し、より深い思考を伴う言語活

動を行うことができます。 

 

【見通しをもち、振り返りを行うための学習計画表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【情景描写から心情を捉えるための学習のてびき】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情景描写から心情を捉え、その効果を考えるための学習シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元例 

 

１．単元名「『情景描写』を生かした朗読台本を作成しよう」 

 

２．学習材「トロッコ」芥川 龍之介（三省堂１年） 

 

３．言語活動について 

  本単元では、これまでに学習した、文学作品を読む上で欠かせない情景描写に着目し、登場人物の心

情を細かく本文に書き込み、朗読台本を作成する言語活動を行う。 

  朗読には、文章を声に出して、正確・明晰・流暢に読むことに加え、読者の受け止めた作者の意図・

作品の意味・場面の雰囲気・登場人物の性格や心情といった、作品の特性を音声で表現することが求め

られる。よって、行動や会話、情景などの描写から登場人物の心情を捉えることが重要になる。特に情

景描写を理解することは、登場人物の心情を深く理解するために必要な能力の一つである。 

この言語活動に取り組むことで、表現の工夫や特徴を捉え、自分の考えをもつ力を育成したい。 

 

４．学習目標 ①情景描写を中心に心情を表す描写を捉え、主人公の心情の変化を読み取る。 

       ②読み取ったことを基に、その効果を考え、生かし、朗読台本を作成する。 

 

５．単元の評価基準 

【現行の評価の観点による評価規準】 

国語への 

関心・意欲・態度【関】 
読む能力【読】 

言語についての 

知識・理解・技能【言】 

① 学習課題に興味をもち、目的

意識をもって文章を読もう

としている。 

① 情景描写を中心に心情を表

す描写を捉え、主人公の心情

の変化を読み取り、内容の理

解を深めている。 

② 文章を読んで理解したこと

に基づいて、自分の考えを確

かなものにしている。 

① 語句の文脈上の意味に注意

して作品を読み、語感を磨い

ている。 

 

【新しい評価の観点による評価規準】 ※新学習指導要領の評価の観点で示した。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①  語句の文脈上の意味に注意

して作品を読むことを通し

て、語感を磨き語彙を豊かに

している。 

① 情景描写を基に主人公の心

情を捉えている。 

② 情景描写の効果について、

根拠を明確にして考えてい

る。 

①  情景描写から主人公の心

情を捉え、心情に関わる語彙

を用いて表現するとともに、

情景描写の効果について考

え、朗読台本を作成しようと

している。 

※佐賀県教育センター「プロジェクト研究（中学校国語科教育研究委員会）」試案 



６．生徒に示す学習課題 

 

 

７．単元の指導計画 

次 時間 主な学習活動 
評価規準【 】 

評価方法［ ］ 

１ 

１ 

・本文の朗読を聴く。 

・学習計画を確認し、学習の見通しをもつ。【学習計画表】 

・情景描写について確認する。【学習のてびき】 

【関①】 

［学習計画表の記述分析］ 

２ 

・本文を読んで、５Ｗ１Ｈを確認し、あらすじをまとめる。 

・過去を思い出していることがわかる描写を確認し、本文の構

成を捉える。 

【読①】 

［ノートの記述分析］ 

【言①】 

［ノートの記述分析］ 

２ 

３ 

・情景描写の中から一つを選び、その描写がある場合とない場

合で、登場人物の心情や場面の状況など、想起されるものの

違いを考える。【学習シート】 

必要に応じて、以前配布した「気持ちを表すことば」一覧

や教科書巻末辞書を利用する。 

・情景描写を中心に、主人公の心情の変化を整理する。 

【読①】 

［学習シートの記述分析］ 

【言①】 

［学習シートの記述分析］ 

４ 

・前時に考えたものを交流する。【学習シート】 

・読み取った主人公の心情や場面の状況を本文に書きこみ、朗

読台本を作成する。 

・朗読の工夫について、根拠を明確にして書く。 

【関①】 

［学習活動の観察］ 

【読②】 

［朗読台本の記述分析］ 

５ 
・グループで朗読の練習をする。 

・朗読劇を上演する。 

【関①】 

［学習活動の観察］ 

３ ６ 

・この単元で身に付けた力を確認する。【学習計画表】 

・朗読台本に書き込んだ朗読の工夫について、文章で記述し、

振り返る。 

【関①】 

［学習計画表の記述分析］ 

 

この単元では、情景描写を中心に心情を表す描写を捉え、主人公の心情の変化を読み取り、考えをも

つための学習をします。 

課題は、情景描写の中から一つを選んで、その描写の効果を考え、生かし、朗読台本を作成すること

です。 


